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1. Purpose

・CO2-isoC4H10混合ガスのLorentz角の精密測定

・磁場２ＴにおけるLorentz角の予測

・異なるガス混合比におけるLorentz角の比較
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Principle and setup of the measurement 

1) 磁場中のChamberにUV Laser beamを
　入射し、Drift距離の違う2点の初期
　電子生成点を作成
2) Sense Wireに到達した電子の位置を
　Cathode padで検出
3) Beam 2点間の距離(Z2-Z1)と検出され
　た電子の位置の差(G2-G1)を用いて、
　Tanαを計算

２点を別々に測定 → single beam
２点を同時に測定 → double beam

この手順を満たすものとして、以下の
２通りが考えられる。
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Principle and setup of the measurement 
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Summary

1.　Single beam から Double beam に変更したことで、
　　精度が飛躍的に向上した。

2.　それによって定量的な議論が可能になったので、
　　GARFIELD simulation の計算値との比較を行った。

3.　Double Beam による Preliminary results は、
　　GARFIELD の計算値とよく一致している。




